
（別紙３）

～ 2026年　2月　10日

（対象者数） 29 （回答者数）
29

～ 2026年　2月　28日

（対象者数） 8 （回答者数）
8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・引き続きこどもが通所を楽しみにできるような支援プログ

ラムの計画・実施に努めていきたい。

2

・今後も安全に活動、支援を行っていけるよう保護者や職員

等と情報共有や連携に努めていきたい。

3

・こどもの自己決定力を育む支援を行うため、今後も研修や

ミーティング等を通して職員のスキルアップに努めていきた

い。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・地域の方と交流できる機会を増やせるよう企画していく。

・周知の方法を工夫し、参加者が増えるよう努めていく。

2

・参加しやすい場所や日程などを考慮して企画・検討してい

く。

3

・これまでに行っている保護者への講座などを支援プログラ

ムの一環として行えるよう整えていく。

・日程などを決めて開催できるよう検討していく。

プログラムが固定化しないように、こどもが楽しめる支援プロ

グラムの計画・実施に努めている。

・過去に実施したプログラムとできるだけ重複しないように確

認しながらプログラムを計画している。

・クッキングでは、それぞれの好き嫌いをできるだけ考慮して

計画するなど配慮している。

・こどもひとりひとりのみとりをしっかりと行い、楽しめるも

のや必要な支援を考えてプログラムを計画している。

保護者や職員等との情報共有をこまめに行い、日々の支援に繋

げている。

・日々の送迎時の申し送りを丁寧に行い、些細なことでも共有

している。

・始業時や送迎終了後の申し送りやミーティングだけでなく、

活動中にも気になること等があればすぐに情報共有するよう努

めている。

こども主体的に選択・決定する力を育む支援を行っている。 ・活動の中で、自分の思いを表現したり好きなものを選べたり

できるようこどもの気持ちや意見によく耳を傾け、自分で決め

ることができるよう配慮している。

・自分で決めることが難しい場合等には、選択肢を提示する等

して出来る限り本人が選択・決定できるよう支援している。

家族支援プログラム（ペアレント・トレーニング）としては行

えていない。

・希望があった時に個別に対応しているため、全体としての支

援プログラムとしては行えていない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域交流の機会が少ない。 ・特性の理解や安全面の観点から、双方を交流させることが難

しい。

・日曜日が休業日であるため、地域イベントに参加することが

難しい。

・イベントを開催するが、地域の方の参加が少ない。

きょうだい向けのイベントの開催ができていない。 ・実施したいと思っているが、まだ実現できていない。

2026年　2月　20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　3月　4日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス心音～ころん～

○保護者評価実施期間
2026年　1月　13日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


